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昨
年
8
月
の
着
工
か
ら
守
年
。
布
佐
青
山

線
沿
い
の
ク
リ

i
ン
セ
ン
タ
i
燐
り
は
建
設

し
て
い
だ
市
民
体
鶴
間
幾
が
、
つ
い
に
完
成
し

欲
し
だ
。
後
綴
慾
蜘
仰
の
一
級
一
絞
る
ゆ
で
、
待
ち

に
待
っ
た
織
殺
の
祭
槻
機
判
、
叶
明
。

3
お
併
の
広

大
な
畿
地
に
建
て
ら
れ
だ
@
獲
の
体
湾
総
に

は
簸
新
の
掛
眼
鏡
品
往
時
泌
総
し
ま
し
た
。
ス
ポ
ー

ツ
の
秋
本
番
も
怨
蕊
。
時
時
蕗
酬
の
総
出
問
、
燭
遂

に
、
仲
間
再
開
士
、
ご
家
族
連
れ
で
ゆ
ゆ
く
ま

で
ス
ポ
ー
ツ
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

dフと降
L 喝、まよ

い市計たう
門的 l.:l史、。
主宰ス場対
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説 i大 iこ
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ふ
れ
お
い
、
懇
い
の
幽
輔

の

機

能

込

部

持
所
か
ほ
し
い

i
iこ
ん
な
声
に
応
え

て
建
設
さ
れ
た
本
治
的
な
総
合
ス
ボ

1

h

れ
あ
い
、

ソ
議
設
か
市
民
体
育
鎮
で
す
。
烈
い
の
鳴
と
し
て
の
機
州
地
も
綴
り
込
ま

敷
地
十
簡
訪
問
は
3
万
1
0
0
0
耐
と
、

h
u
て
い
ま
す
ョ

能
楽
的
出
球
場
め
約
2
E
6
併
の
広
き
日
一
時
的
中
て
く
フ
ろ
ぎ
の
U
と
1
f
~
き
を

〆
イ
ン
め
体
育
館
に
は
、

2
つ
の
ア
リ
過
ャ
一
す
た
め
の
ぶ
や
い
丹
広
喝
し
は
、

i
ナ
ゃ
ー
し

i
ニ
シ
ク
ル
v

ム
を
は
と
子
供
述
れ
の
十
々
に
は
絡
好
丹
体
強
ス
ベ

胤
恥
前
倒
的
ス
ボ
φ

L

ツ
線
終
*
ー
品
川
備
し
ス
と
ら
る
こ
と
で
し
ょ
匂
フ
。
ま
ん
日
館

内
向
ラ
ウ
ン
ジ
め
初
期
は
院
小
山
e

維
で

t
リ

事日

関

。〉用
4
1
日
受
け
母
け
開
始

利
用
は
刊
見
守
田
か
日

ま
す
山
間
泊
て
き
る
め
は
い
山
月

I
R
か
浅
山
抑
制
け
は
、

ら
で
す
か
、
申
し
込
み
は
守
は
一
口
V
H
日
1

ん
り
川
町
交
付
核
燃
は
仰
向
明
明
日

ω臼

日
か
ら
受
け
付
け
ま
す
c

渋
か
ら
咋
日
ま
一
、
て
す

vm岡
館
時
間
日
、
水
、
本
翠
H
H一
日
午
マ
後
間
用
料
下
表
的
鴻
り
、
た
だ
し
、

前
Q
M

時
か
旬
午
後
日
時
口
火
唱
全
土
「
同
九
官
民
生
徒
」
と
は
両
校
生
以
下
向

問
時
ロ
は
部
総
ハ
同
時
か
り
午
裕
沙
時
ま
て
υ

詩
、
可
抗
配
学
生
」
と
は
一
般
社
会

wv
体
制
問
日
月
刊
峠
け
と
年
来
有
対
(
円
い
人
法
ひ
大
学
府
止
を
い
い
ま
す
コ
玄
た
、

日
月
山
川
口
か
ら

1
月
4
け

ま

て

、

市

内

伝

性

、

作

例

町

白

川
rお
以
外
的
山
町

wv
鎖
倒
聞
の
平
総
川
体
精
鋭
機
期
終
前
括
的
M
N
&

人
川
崎
村
門
主
徴
収
す

申
ぬ
止
一
に
記
税
務
柄
欄
モ
ム
}
仙
人
し
、
成
按
ゐ
凶
吋
ム

仕
向
占
日
ソ
品
開
に
申
し
込
'
念
、
与
え
だ
弐
い

f

め

ま

す

申
誌
れ
H
と
使
用
N

什
を
交
減
し
た
後
、
刊
計

1
3

広
〈
開
放

wvA常
時
絞
殺

i
o
o人
以
後

wv制
料
市
骨
蹴
織
的

6
6
6判
明
刊

マ
品
糊
内
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

t
ス

1
6

0
間
的

3
iス

官
マ
デ
ニ

λ
3
1
t
r

ク
ン

iコ

5
夜
、
間
同
戦
ス
ヘ

i
ス

マ
努
内
部
議
両
捜
部
m
l
面
、
芝
生

内
山
内
外
野
町
民
戦
ス
ベ

i
ス

wv
緩
い
め
広
場
桑
山
を
設
け
十

然
自
壊
れ
に
は
総
川
町
め
休
怨
ア
ベ

l
ス

wv
絞
継
機

知

v
そ
mw品
開

立す

置亙

題 絶 対

圃闘到
幸lJ

機米

利
用
の
織
し
吋
絡
み
は
、

2
か
悶
月
前
か
ら
体
後
輪
開
ぞ
閉
門
A
Nり
村
山
川
り
ま
す
。

火
、
念
、
之
副
喰
は
午
後
号
附
吋
ま
で
。
個
人
、
閉
山
体
を
問
問
わ
ず
ど
ん
ご
ん
ご
利
関
く
が
ん
が
い

3
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防災シリーズ

翻

-. ..... U あ

勝鍾職組織
…

ふ

る

っ

て

ご

参

観

く

だ

さ

い

一

…

8
月
日
日
号
3
面
観
光
良
国
…

一
一
の
記
事
中
「
ぷ
ど
7
の
も
ぎ
と
り
、
一

一
関
東
大
一
度
災

V
場
所
恨
戸
一
一
直
売
)
期
間
9
月
上
旬
ま
て
は
、
一

ι

ク

ラ

ス

の

大

地

購

欄

?

小

学

校

一

…

司

骨

1

1

一

一
一
点
を
宇
一
定
し
て
、
議
隠
ぺ

V
注

意

本

目

、

二

位

1
仲

観

光

ぶ

ど

う

圏

一

一

防

災

計

一

聞

に

も

醐

問

吋

午

削

7
時

に

二

9

m

i

一

一
と
っ
き
、
総
合
墨
田
島
貯
「
警
戒
古
一
言
」
二
天
候
不
順
に
よ
り
9
月
k
旬
か
ら
…

一
防
災
前
掃
を
行
沼
地
ー
が
発
令
さ
れ
た
一
…
叩
月
中
旬
ま
て
に
な
り
ま
し
た
。
…

一

い

ま

す

。

ふ

る

剣

ジ

印

と

限

定

し

、

市

二

圏

申

し

込

み

鈴

木

E
(
昭
)
4
4
一

一
っ
て
ご
参
飽
く

B
1
判

内

一

斉

に

サ

イ

一

一

1
1

一

一

だ

さ

い

。

輔

札

:

レ

ン

と

半

鐘

を

一

r
f
j
i
j
j
i
l
l
j
i
s
L

一

V
日
時

9
月
|
|
鳴
ら
し
ま
す
。
一
勤
し
て
は
、
効
果
は
あ
ま
り
期
待
で
き

一

1
日
(
月
)
午
前
9
時
か
ら

V
問

い

合

わ

せ

一

ま

せ

ん

n

一
日
時
初
分
(
雨
天
中
止
)
庶
務
課
庶
務
係
一
自
分
遠
の
生
命
、
附
産
、
そ
し
て
ま

，

1
1
1
1
L
ち
を
守
る
た
め
、
普
段
か
ら
お
瓦
い
の

役
割
を
き
め
、
訓
練
・
草
備
を
し
て
お

い
て
、
は
じ
め
て
有
事
の
際
そ
の
力
を

十
分
に
発
揮
で
き
る
の
て
す

u

是
非
、
地
域
(
自
治
会
町
内
会
)
の

み
な
さ
ん
で
防
災
活
動
を
行
う
た
め
の

組
織
(
自
主
防
災
組
織
)
つ
く
り
に
つ
い

て
、
ご
憤
討
く
だ
さ
い
。
生
活
に
と
っ
て
、
基
礎
的
な
地
位
と
し

な
お
、
「
自
主
防
災
組
織
を
結
成
し
ょ
て
一
体
性
を
有
す
る
地
域
で
あ
る
必
要

う
」
と
い
う
気
運
が
芽
生
え
ま
し
た
旬
、
が
あ
り
、
白
治
会
、
町
内
会
単
位
か
最

気
軽
に
総
務
部
庶
務
課
ま
た
は
消
防
本
通
で
す
。

部
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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自

治

会

、

町

内

会

単
位
で
防
災
活
動
を

の
住
民
の
み
な
さ
ん
が
協
力
し
合
い
、

防
災
活
動
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
の

協

力

が

必

要

わ
か
同
は
、
台
風
、
張
問
、
地
長
な

と
の
大
災
害
に
見
舞
わ
れ
や
す
い
尽
境

に
あ
り
ま
す
。

き
り
に
無
秩
序
な
自
然
破
壊
や
石

第692号

油
、
カ
ス
な
と
の
危
険
物
u
聞
の
築
械
が
生
に
よ
っ
て
、
屯
話
内
不
通
、
道
路
の

進
み
、
現
在
で
は
恐
ろ
し
い
災
害
が
起
不
通
、
火
災
の
同
時
多
発
、
水
道
管
の

こ
る
可
能
性
が
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
破
損
な
ど
の
悪
条
件
が
重
な
る
と
、
消

て

い

ま

す

。

防

機

関

内

消

火

活

動

や

数

急

救

護

活

動

市
、
消
防
詩
宗
等
の
防
災
機
関
は
、
は
、
そ
の
機
能
を
十
分
に
果
た
せ
な
く

増
大
す
る
災
志
向
危
険
性
に
備
え
て
、
な
り
、
災
害
を
受
け
た
地
域
内
人
達
の

そ
の
快
能
強
化
を
閃
っ
て
い
ま
す
。
し
救
出
が
悶
維
に
な
り
ま
す
。

か
し
、
た
と
え
は
、
大
地
震
な
ど
の
発
こ
の
よ
う
な
事
態
の
と
き
、
被
災
地

当
日
は
、
国
道
3
5
6
号
線
の
一
部
管
工

が
、
通
行
汁
と
片
側
交
互
通
行
に
な
り

V
9
月
何
回
(
月
)
午
前
日
時
叩
分

ま
す
の
で
現
場
警
察
官
の
指
一
不
に
基
か
」
り
午
後
1
時
ま
て
布
佐
中
学
校
入

っ
き
、
安
全
通
行
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
口
i
岡
田
管
工
午
後
7
時
加
分
か

全

面

通

行

止

ら

9

時

四

分

ま

で

布

佐

中

学

校

入

口

V
9
月
日
日
(
土
)
午
後
0
時
叩
分
か

1
ピ
ソ
ク
・
コ
パ
ヤ
ン

ら
2
時
四
分
ま
で
布
佐
中
学
校
入
口
;
な
お
、
交
通
規
制
の
詳
細
に
つ
い

中p
鳥
亦
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
て
は
、
付
近
掲
示
内
案
内
版
を
こ
覧

V
9
月
H
日
(
日
)
午
後
7
時
か
ら
8

く
だ
さ
い
。

時
泊
分
ま
で
布
佐
中
学
校
入
口

i
何

回

日

我

孫

子

腎

集

音

1

祭
り
に
伴
う
交
通
規
制

防
災
活
動
に
は

組
織
化
が
必
要

中
峠
土
地
区
画
整
理
審
議
会

委
員
の
改
選
に
つ
い
て

昭
和
田
年
刊
月
に
改
選
さ
れ
た
中
を
な
す
べ
き
者
の
氏
名
、
住
所
、
性
別

叫
土
地
区
画
整
理
委
議
会
委
員
の
任
お
よ
び
生
年
月
日
を
記
紘
し
た
も
の
を

矧
が
満
了
に
近
勺
い
た
た
め
、
十
地
作
成
し
、

2
週
間
縦
覧
し
ま
す
u

区
画
整
理
法
第
開
条
の
規
定
に
よ
り
、
こ
の
選
挙
人
名
簿
に
異
議
の
あ
る
者

委
員
の
選
芋
を
日
程
表
の
と
お
り
執
は
、
文
書
を
も
っ
て
縦
覧
期
間
内
に
中

行
し
ま
す

審
機
会
委
員
選
挙
に
伴
う
法
的
手
財
閥

V
委
員
定
数
刊
名

u

う
ち
2
名
は

学
識
経
験
者
か
ら
市
長
が
退
任

マ
任
期

5
年

V
選
挙
人
名
簿
選
挙
人
名
簿
は
産

品
下
期
目
的
公
告
の
臼
(
7
月
四
日
)
か

ら
叩
日
を
経
過
し
た

B
現
夜
(

0

6

月

間
口
)
に
お
け
る
施
行
地
反
内
向
宅

地
内
所
有
者
お
よ
び
借
地
権
を
有
す

る
者
で
、
当
諮
選
挙
に
お
い
て
選
挙

し
出
る
宇
}
と
が
で
き
ま
す

ω

wv
選
挙
人
委
貝
は
陸
一
疋
選
宇
人
名
汚

に
記
敵
さ
れ
た
者
が
、
こ
れ
ら
の
者
向

内
か
ら
選
挙
し
ま
す
。

wv
立
候
補
制
選
芋
人
名
汚
か
は
定
さ

れ
る
と
、
立
候
補
屑
の
受
付
カ
開
始
さ

れ
ま
す
が
、
立
院
補
さ
せ
た
い
人
円
卓

諾
を
得
て
、
立
性
情
推
せ
ん
M

岨
を
徒
出

し
そ
の
選
挙
人
を
候
補
告
と
す
る
こ

368 

と
も
て
き
ま
す
円

V
投
薬
投
票
は
、
定
め
ら
れ
た
選

長
'
時
と
止
百
五
山
司
ド
こ
れ
1
し
医
…
氾
九

主
ま

f
f
p
p
H
E
i
j二
E
t一コ
l
i

て
}
投
票
で
き
る
万
は
、
確
定
選
挙

名
簿
に
主
位
さ
れ
て
い
る
万
て
す
ー

立
候
補
者
の
数
が
定
数
を
砧
え
な

い
と
き
は
、
候
補
者
を
も
っ
て
吋
選

と
し
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
区
間
開
理
課
へ

表。星ー朝
一
項

選一
国員一

委一一
品
宮
一輔

云
理一整

「

|

菌
↑
邸

区
寸
川

地一

R

4
ム一山村は

ご
利
用
く
だ
さ
い

υ

'v
田
、
弘
司
h
止

へ

E
E在
葺
叩
不

可
匹
-u
壬
オ
t

争

T音
l
T
5

市
内
で
結
成
さ
れ
て

る
自
主
防
災
組
織

昨年秋の防災割線(は Lご操作)
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l 民 30いり IH映すて姿識で 品 ') nま台う

こ
れ
ま
で

2
回
の
防
災
特
集
で
、
家
庭
で
で
き
る
台
風
、
地
震
対
策
を
紹
介
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
防
災
活
動
も
住
民
の
皆
さ
ん
が
地
域
ご
と
に
匝
結
し
、
組
織
的
に
行
動
し
て
、

初
め
て
大
き
な
効
果
が
発
揮
さ
れ
ま
す
。
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。
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介
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検
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に
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受
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縄
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澄
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縦
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叩
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右
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伐
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て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
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潮
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狩
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催
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さ
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古
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く
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問
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と
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あ
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か
ら
は
P

和
d

づ

く
り
に
向
か
っ
て

「
古
田
」
は
昭
和
田
年
目
月
、
住
居
表

一
市
町
変
更
に
よ
っ
て
、
恨
戸
宇
古
田
か

ら
大
字
へ
と

H

昇
格
印
し
た
ロ
現
自
1
丁

目
か
り
4
r
自
ま
で
、
合
わ
せ
て
9
4

2
世
帯
、

2
3
2
5
名
の
皆
さ
ん
が
住

ん
で
い
る

(
8
月
1
日
現
庄
)
。

「
古
田
中
央
自
治
会
」
は
古
田
地
区

5
自
治
会
の
文
字
通
り
中
史
に
位
置
し

て
い
る
。
昭
和
問
年
4
月
、
日
世
帯
て

ス
タ
ト
し
た
自
治
会
も
、
い
ま
ち
ょ

う
ど
叩
倍
の
1
5
0
世
帯
を
教
え
る
ま

で
に
な
っ
た
。

常
磐
棉
北
拍
へ
徒
密
約
叩
分
、
国
道

之vt 

A
7
4
 

an守ご

は
一
見
に
如
か
ず
H

で
、
明
快
に
描
か

れ
、
魅
力
的
で
す
。

手
賀
沼
周
辺
で
は
十
軒
程
的
奈
良
ク

ラ
ス
町
家
が
捕
か
れ
て
い
ま
す
。
市
内

て
は
三
軒
が
載
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で

は
、
そ
の
う
ち
布
佐
堤
防
向
上
に
あ
っ

た
商
家
を
紹
介
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
今

め
ぴ
こ

-r
誠
仁
伊
え
撃

文
明
間
同
化
的
明
治
二

0
年
代
、
ヨ

l
ロ
ソ
パ
か
ら
輸
入
さ
れ
た
銅
版
画

技
術
を
駆
使
し
、
腕
の
良
い
絵
師
が

描
い
た
「
日
本
博
覧
図
』
が
邸
刊
さ

れ
て
い
ま
す
。
全
部
で
十
二
績
が
刊

行
さ
れ
た
の
で
す
が
、
そ
の
づ
ち
に

は
千
葉
県
蝿
(
上
下
)
も
つ
く
ら
れ

て
い
ま
す
。
県
内
の
学
校
病
院

工
場
社
寺
や
豪
農
、
製
造
業
、
商

家
な
ど
が
四
五

O
点
、
掲
載
さ
れ
て

い
る
の
で
す
ロ
ま
だ
写
真
が
未
発
達

な
時
代
に
、
精
密
に
刻
ま
れ
た
錆
版

画
は
、
当
時
の
格
相
を
正
に
均
百
聞

調

「
あ
ゆ
み
の
郷
」
の
シ
ン
ボ
ル
マ

l
ク
決
ま
る

採
用
は
鈴
木
一
一
一
由
起
さ
ん
(
布
佐
)
の
作
品

組
光
レ
ク
、
経
済
振
興
を
図
る
別

問
法
人
「
あ
ゆ
み
何
時
公
社
」
の
ン

ン
ボ
ル

7
1ク
が
決
ま
り
ま
し
た
ら

こ
の

7
lク
は
同
公
社
が
広
く
公

募
し
て
い
た
も
の
で
、
力
作
品
占

(
お
名
)
の
中
か
句
見
事
選
ば
れ
た

の
は
鈴
木
一
一
出
起
き
ん
(
布
佐
)
の

作
品

π
鈴
木
さ
ん
は
顎
か
な
結
そ
し
て

(5) 1986. 9. 1 

第

4
回
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
キ
ャ
ン
プ

自
然
の
中
で
グ
友
情
の
輪
4

ほ
中
央
に
あ
り
ま
し
た
。
堤
町
中
央
を
師
向
松
岡
家
で
、
現
し
く
交
際
が
あ
っ

通
る
山
円
前
町
道
は
成
田
街
過
で
す
。
た
と
い
い
ま
す
。

当
時
の
成
田
街
道
は
布
佐
付
近
で
は
堤
隆
盛
を
唱
わ
れ
て
い
た
こ
の
商
家
は

防
の
上
を
通
っ
て
い
た
の
で
す
ロ
道
的
千
葉
商
業
銀
行
の
支
庖
も
営
ん
で
い
ま

子
前
に
は
向
か
い
の
家
並
が
横
一
列
に
し
た
。
と
こ
ろ
が
不
幸
な
こ
と
に
こ
の

並
ん
で
い
て
、
そ
の
す
ぐ
衷
は
も
う
利
銀
行
経
営
カ
家
運
に
大
き
く
マ
イ
ナ
ス

恨

川

で

し

た

。

に

働

い

て

し

ま

っ

た

の

で

す

“

明

治

二

一

こ
の
銅
版
画
は
明
治
一
一
十
七
年
二
十
三
年
の
恐
慌
時
に
、
同
銀
行
は
経
営

八
九
四
)
に
刻
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。
前
提
き
た
し
休
業
に
追
い
込
ま
。
れ
ま
す
じ

当
玉
、
松
島
重
右
衛
門
は
第
十
六
代
の
つ
い
に
は
金
支
広
廃
止
の
事
態
に
陥
り

銅
版
画
に
描
か
れ
た
布
佐
河
岸
の
商
家

明
治
初
年
代
刊
行
の
『
日
本
博
覧
図
』
よ
り

中野泊四郎家野口警定衛門家

で
は
解
体
さ
れ
て
苦
」
消
し
て
し
ま
い
、
布
佐
町
長
で
し
た
口
成
同
線
の
開
通
は
こ
の
商
家
は
恐
悦
の
波
に
飲
み
込
ま
れ

こ
の
鉛
版
画
は
貴
重
な
も
の
で
す

ω

明
治
三
十
四
年
で
す
が
、
そ
れ
は
松
島
た
銀
行
と
運
命
を
共
に
す
る
こ
と
に
な

:
土
蔵
造
り
の
庖
前
が
服
、
っ
こ
の
商
家
町
長
時
代
で
、
同
町
長
は
布
佐
駅
開
設
り
ま
す
c

町
山
は
列
恨
川
町
堤
防
の
上
に
あ
り
ま
し
た
。
に
尽
力
し
、
上
地
内
提
供
や
多
村
山
の
献
冷
敢
な
泣
代
経
済
的
地
か

υた
ひ
た
門
家
々
は
、
柄
拘
学
者
中
野
ム
川
房
の

描
江
一
戸
時
代
か
ら
明
治
に
か
け
て
布
佐
金
を
な
し
て
、
大
き
な
功
総
会
設
L
た
押
し
寄
せ
て
く
る
直
前
向
、
布
佐
一
門
出
生
宗

1

中
野
治
四
郎
家
」
、

?υ
明
る

$
2く
の
家
々
は
土
手
向
上
に
あ
っ
た
人
物
で
す

n

こ
の
堕
言
、
一
応
は
同
じ
め
布
十
小
周
辺
は
ま
ど
ほ
の
ぼ
の
と
牧
歌
大
き
な
長
屋
門
か
印
担
的
な
布
施
の

喝
の
で
す
。
そ
れ
が
繁
栄
し
た
利
根
川
水
刊
一
限
…
川
沿
い
の
河
岸
滑
川
近
く
の
時
的
で
す
。
拾
の
拍
H
景
に
は
、
富
士
山
、
ー
野
口
芝
生
前
門
家
」
で
、
い
ず
れ

4
運
の

U
と
つ
布
佐
河
岸
で
す
。
こ
の
尚
凹
河
岸
の
出
身
の
様
で
、
江
一
戸
時
代
に
筑
波
山
刊
恨
川
手
民
泊
、
そ
れ
に
も
史
跡
カ
イ
ト
フ
ノ
ク
、
『
叫
叫
孫
チ

家
、
つ
ま
り
呉
服
屋
を
営
む
松
島
重
布
市
佐
に
定
着
し
て
い
ま
す
ι

松
島
宗
の
和
田
義
盛
の
占
跡
も
拙
か
れ
て
い
ま
す
。
の
史
跡
を
訪
ね
る
い
に
問
介
さ
れ
て

衛
門
家
は
一
五

O
軒
程
の
家
並
み
の
ほ
降
り
は
柳
田
国
男
の
実
家
て
あ
る
医
こ
の
ほ
カ
銅
版
甑
に
刻
ま
れ
た
市
内
い
ま
す
υ

(

市
史
摘
さ
ん
主
)

沼
町
水
色
を
基
調
に
、

A
B
I
K
O
と
な
ど
を
次
々
と
事
業
化
ョ
「
ミ
二
一

s

い
う
口

7
字
を
鳥
に
見
立
て
て
一
ア
ザ

L
ー
は
こ
の
夏
、
約
3
万
4
0
0
0

イ
ン
ロ
「
ま
さ
か
選
は
れ
る
と
は
。
我
人

(
8
月
げ
日
現
在
)
も
の
容
を
集

孫
千
円
笠
か
な
白
快
を
イ
メ
ー
ジ
に
パ
め
、
大
き
な
話
題
を
さ
ら
い
ま
し
た

ン

と

ひ

ら

め

き

ま

し

た

」

と

鈴

木

さ

ん

円

一

な
お
、
優
秀
作
品
に
は
渡
辺
栄
二
郎

さ
ん
(
中
里
)
、
比
凶
作
に
は
桑
原
裕
子
き

ん
(
湖
北
ム
口
)
、
横
田
昭
一
さ
ん

(
H芳)、

の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た

G

昨
年
秋
に
ス
タ
し
た
同
公
社
は

「
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
」
や
三
二
一

5
L
L

hv鈴
木
三
由
起
き
ん

砂
採
用
作
品

び

乙

あ

れ

'-1 惨

人
気

れ|喜
ん
だ

l! 
第
3
同
千
葉
県
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ

ス
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
一
階
堂
高
伎
の

放
垣
部
、
有
志
が
吹
き
込
ん
ど
N
I
r

テ
レ
ホ
/
サ
ー
ビ
ス
「
あ
び
こ
手
口

出
向
歌
い
子
」
カ
関
東
大
会
県
推
間

作
品
に
選
は
れ
ま
し
た

υ

観

光

ス

ポ

l
ソ
、
学
校
情
報
、

申

込，圃

同

-
P
L
mし
l

」

椙

原

先

生

と

二

階

堂

一

高

校

の

皆

さ

ん

一

公
共
情
報
な
と
7
部

門

叩

作

一

品
中
、
段
高
占
を
他
得
し
た
も

の
で
、
「
内
在
構
成
、
空
口
、
一

ア
ナ
ウ
ン
ス
と

L
針
を
抹
い
た
一

で
き
」
と
審
配
貝
の
討

ι上
々
r

一

今
回
内
入
選
作
品
は
4
月

刊

一

日
l
m
円
分
の
も
の
で
、
ア
ナ
一

ウ
ン
ス
担
当
は
2
年
牛
の
帥
出
一

和
歌
チ
さ
ん
。
掛
川
原
先
牛
肉
指
一

4
は
の
酷
し
く
ヘ

N
G
か
連
続
。
一

「
他
的
ス
タ
ソ
フ
も
頑
張
ヮ
一

て
い
る
の
で
、
な
ん
と
か
し
よ
う
と
一

五
話
を
か
け
て
き
た
方
に
心
を
込
め
一

て
語
り
か
け
る
こ
と
を
念
品
川
に
お
い

て
吹
き
込
み
ま
し
た
」
と
柳
田
さ
ん
ら
一

な
お
「
あ
ひ
こ
手
口
沼
町
歌
い
子
ー

はへ
2
年
度
い
ゥ
ば
い
官
(
間
)
1
1
7

9
で
聞
く
こ
と
カ
で
き
ま
す
り

原
爆
@
戦
争
の
悲
惨
さ
訴
え
る

写
真
な
ど
の
前
に
ク
ギ
付
け

原
時
・
戦
争
の
恐
し
さ
、
v
r
知
町
内
山
や
「
本
」
と
つ
山
や
き
む
カ
ら
む
を

大
切
さ
を
訴
え
る
「
慌
時
展
」
(
市
地
引
き
け
っ
た
子
供
等
の
つ
不
ル
写
庄
市

川
町
者
向
会
、
市
、
市
教
育
委
員
会
共
点
子
に
同
時
打
れ
た
ま
ま
溶
け
た
ピ
ン

併
)
カ
8
月
日
日
か
り
山
口
ま
て
、
等
の
克
料
幻
自
力
民
一
r
引
き
れ
ま
し
た

中
央
公
民
館
て
閃
か
れ
ま
し
た
ま
た
市
慌
時
括
的
会
の
背
き
ん
か
日
り

ム
五
時
に
は
単
こ
け
に
な
一
っ
た
死
体
的
体
験
キ
」
交
え
て
解
説
を
行
い
ま
し
た
u

9

訪
れ
た
皆
旦
ん
の
口
は
い

留
す
れ
も
百
六
刺
む
な
か
に
は
雌

a
を
浮
か
べ
て
い
た
万
も

r

r

H

見
下
呂
の
ひ
と
り
小
川
美

町
法
了
さ
ん
(
白
山
)
は
「
5
年

凪
生
内
娘
に
戦
争
内
悲
惨
さ
を

教
え
て
お
こ
J

と
や
っ
て
き

ま
し
た
口
ま
さ
に
目
を
沌
い

幽
た
く
な
る
光
氏
で
す
か
、
そ

趨
つ
し
て
は
い
け
な
い
と
思
い

魁

ま

す

f
供
述
の
た
め
に
も

蝿
千
和
な
耽
的
中
を
ぜ
み
ま
す
t

醐
市
被
爆
者
の
会
の
会
闘
が
ら

略

説

明

主

け

る

見

学

者

遠

一

口

れ

こ

れ

一

3

あ

吹
き
込
み
は
二
階
堂
高
校
の
皆
さ
ん

県
下
一
の
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス



昭和問8号j思暫

⑧市役所本庁 85-1111
@つくし野支所 34-8301
@湖北台支所 83-0828
@湖北支所 83-21竹
@布佐支所 89-2358
曜静寂育委員会 85-1151
@水道路 34-01竹
⑧消防聖書 34-0119
@少年センタ-34-1900 
@市史爾さん室 85-2481
@保健セン タ一日7-1131

*人口113，155人(+1，482人〉
男58.748人女58，407人

*t世帯獄34，340出帯(+713喧需〕

@市民会館倒 33'11
@市民函盤館 34 竹10
@市民図密舘湖北台分館 87-3055
@市民国審箆穆動図書館 87ーωω
@中央公民館 82-0515
@都市改造事務所 85-1171
@身体障審者補佐センター 83-0141
@つつじ荘 83-0123
@生活環焼課(浄{む憎)87-2379 

(ゴミ)87-0015Cし尿)83-2547
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未経皇章者の定めの勉強会を9月

17巳(水〉ガら行います。

砂B程岳月第1.3水曜日午前10

|閉読ポランティ戸| 惇作りみこし貸しますII ~崎轄者手作り問販即|強|
~日時 9月198C金〕から20日〔土〕

時ガら正午

砂会場寿市民セ〉ヲー

炉問い合わせ社会福祉協議会

世 間 7臼9

|ひまわり号百陪しませんか|
障害を持つ人達ガ旅をgるのは

大変な事ですガ、みんなで列車の

D~をしてみませんか。

参加者およびポランティ戸の万

を募集しています。

~再B 10月19日(8)

惨場所行1117フイランド

砂賛同大A3500F号、子供2∞C月

惨締め切り 9月138C土〉先着)~ヨ

砂申し込みひまわり号を走らせ

るちぱ実行委員会 IJIWfi59-1011

砂問い合わせ 福祉課(申込書育〕

| 噛輔鶴軸
|都市計画道路の鍛覧|

圏一性一
軸
亙

噂一卓一
顧
F
U

一
砂場所市民体 育館

惨臼時 10月5臼(日〉午国9時 惨望書所市民会館大会議室

午前9時ガら午後4時

惨種目ー参加費 *一般男女シ

ンクルス200円、ダブルス4∞円

*中学生男・女シンプルス10C円、

ダブルス200月

惨参加資格市内在住、在勤、在

学者

~申し込み・問い合わせ 9月20

炉問い合わせ吉野町823507

|国際蹴の夕べ
チャリティーnーティー

砂包的 在白難民子弟毅育媛助資

金募金

~B持 9月14日(日〉午後6時30

分

B砂場所市民会館大会議室

日〔土必着〉ぎでlこハガキに種目、 砂費用 ?∞3円〈飲食、軽食代含)

住所、氏名、年齢、電話番号を鴎 惨連絡先我孫子園際受流の会

記し、高野山22日-17谷内紀雄官82 佐久間宮田 2950小松宮飽-9178

-∞(午後9時から7日時あびこ子ども劇場観賞領民|

|社会教育ゼミナーjレ公開講員会 I ¥ 一 ーー 』

蔀市計画道路恨戸新田市佐下

線c3・5・15号線〕の事業自閣の関係

青年会議所でl耳、みこしを無料

1こて貸し出しします。各自治会等

でみこしをかついでみてはいかガ

ですか。

砂連絡先問団官邸 91'11

|千葉県職員採閏試験|
~募集隠棲一般行政隠、県立学

校事務、重喜察事務、電気、機関{也

砂資格昭和40年4月2日から昭

和44年4月 7日までに生まれ定方

砂受付期間 9月 88C月〕からげ

日(水〉午前9時から午後5碕(土

曜日は圧午まで〕

砂受付問い合わt主県人事委員

会事務局 fi0472-23-3743 

[小Jラ似の騨!こご協力をl
善良な市民(こなりすまし、子フパ

トやマンション仁潜んでゲリラ

活動を続けている犯人を検挙する

だめI~I立、皆さんの「監視の自」

と情報力e必要です。

本ことさら露照的ガ強い*人の出

入りガ多い*生活ガ不鰐則で何を

しているかわからなしトー等の不信

な点にお気ばきの万はご連絡くだ

図書の縦覧ノプ市で行われています。 さい。

今回の縦覧は、中里新田字中新 ~連絡先我孫子警察署 fi82 

回ガら臼秀字久保田および字宮下 0110 
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新しい老いの世界をめざして 砂場所市民会館ホル 午前9時30分から午後4跨30分

一老いの山と体 惨対象 4歳から小学3年生 砂場所消防本部

l由既の役害Jとは 惨内容子供の疋めのミユジ力 炉受講料 3C∞円(教材質等〕

惨日時 9月138C士〉午後T時 ルプレイ r百巳なっ疋かりうどJ 砂受務者 100名で締め切り

惨会望書 中央心畏館(無料〕 砂入場料 2200円〔会員無料〉 惨申し込み・問い合わせ 9月8

砂講師庭瀬康二(流山メデユト 砂申し込み・問い合わせあびこ 日(月〕から27日(土〉まで消防本部

ピ戸主宰 医師〉 子ども劇場百回 9078 予初課fi34-D119へ

f問い 合 わ せ社会指 I I第16回曹と踊り夏の大会I[寵?穀きこむ謀議
|古文書解読講座! にっぽんのj山棚う会と民臨

初j白書向け古文書解読謡壊を開

催します。

惨B時 9月13日、 27目、 10月4

目、竹巳、 18白の岳週土擢日午後

守時30分ガら

砂会m 中央公民館

砂内容染井正家文書を中山に

惨定員 30名〔先着〕費用無料

~申し込み・問い合わせ電話で

市史掲さん室へ

属嘉手書車連盟生花教室|

険対象市内在住吉、半年間継続

して受講できる方各20名

砂内容華道の初志ガら

b費用月額2200fIl(受講料、花代〉

惨申し込み・問い合わせ 9月13

巴(士。消印有刻〉までに往復ハガ

キに住所、氏名、年齢、電話番号、

受議場所を明記し、湖北台111-'19 

折居蕨芳官邸 7802へ

合会による合同公演

砂臼持 9月 78C臼〉午前何時

砂場所市民会館ホール

砂 入場料無判

京飛び入り歓迎 当日会場で受付

C8トラを除く〕

砂問い合わせにっぽんの山を叡

う会 阿部宮部一日凶日へ

扇町三
高
開

示
間

五
姐
竺

孟
些

瓦エ

砂日程・テーマ *9月128C金〕

理想「わかっているけどやめら

れ ない現実*旬月22日(水)

家庭の中の人間関係社会の中の

人間関係

砂時間午前10時ガら午後3時

砂会場市民会館第4'5会議室

惨参加費 守口 500伺

砂問い合わせ (財〕野村生法教育

セ ン タ 我 孫 子 ワ ル ブ

山田宮82-5663へ

樹園鶴程調
|湖北)pミ1)ーワラブ(轍)1 
砂嬢習B 巨週日曜日午後7時力、

ら3時

~連絡先呂，!!Efi83-2028

JlFJI:岨ごと樹=寿市民センヲ 9:00-15∞ 
月|町消費生活樹二晴樹割引5∞

|宮市民国富館林館 町つつじ荘体館

2 *1;騨梱醐股二司市閑叩訟措室 9仙川1刊5
、叫11川1'"市民図盟舘体箆
〆、 1...つつじ荘昨舘

|生け花コーナー|
市役所ロピに、市華道連盟の

協力で生花を展示してあります。

惨期日(流派) *9月 1日から6

日c由坊) *8日から13臼〈小原

流) *15日から20日(iJI原流〕本

22日から278(古流〕キ29日から

10月4日(草月流副書課ニ

タバコ!品市内で員いましょう
ヲパコ消費税は、市の大きな

問湾となり正む立っています。

麟
瞳
9
月
覇
轍
輔

午前1日時力、ら午後5時

砂場所柏そごう日賠

惨展示即売昆中学校特殊学級

養護学絞生徒および精神薄弱者授

産施設入居者ガ製作した陶芸、木

彫、観葉檀物、縫製昂等。

ジ:期間中、 Iß\~雪簿害者1こかかわる

求臨相談、求人受理も行います。

砂問い合わせ松戸公共臨業安定

所fi0473-52-5106

⑮⑧⑪⑧⑧ 
。那須野{申僚(青山台〉から老人

福祉センター仁と応態セットの寄

贈ガありました。

。我孫子青年会議所僚から寿市民

センター仁と防虫備面として網戸

の寄跨ガありましだ。

。コンビニエンス こと13¥き僚

〔湖北白〉ガら社会福祉施設整備基

金にと7407円の寄ぽガありまし疋。

。我孫子建設業会保から福祉のた

めにとあゆみの郷鉄道ミ二Sしの

乗車券1∞D校の寄付がありました0

0函館赤ちょうちれ苅佐活様かう

社会福祉胞設整備基金にと叩万円

の寄吋ガありまし定。

お詫びと訂正
8月16日号2菌、児童技毒手

当の部改正の記事中、表の中

で年収170万以上307万未満の児

童扶養手当受給額は、児童叡1

人の時ガ2万270C円を2万2500

円、 2人の時ガ2万770C円を2

万75∞円仁訂正し、お詫びい疋

します。

3水|鴎消費生活相践=市民棺訟室川-15∞

5金

4木1:年壷樹立市民船室10:Cト叩
|町健康栂政=つつじ荘10∞-11:3C

広く rものを大切!こ」を呼びかけ

るもの

b応募作昂原語(はガきまだは

1"'ガき大の用紙1枚にT句〉ポス

ター (4つ切程度の画用紙〕作文

(40C字詰原信用紙3校以内〕

惨応募方法作毘に応募者の住所、

郵便番号、電話番号、氏名〈ふり

ガな〕、性別、年齢、職業、 〈学

伎名、学年、学授の所在iω を明

記し〒26091干葉中央部喧局私書

箱40号県広報県民課啓発指導係E

0472(23)2254へ
b締め切り 10月31日

暗闇髄闘瞬間問
11映画「癌呆性老人の世界JII

人間ガ人間としての尊厳をもっ

て最後まで生き肢くことを見事に

l証明しーーして共

|こ老いへの対応を探りましよう。

回目映画コン7-)u顎青文化娘箇

i;一9月2口日〔土〉午後1時3日

分

惨入場料無料(全自由f#;)

炉問い合わせ社会摂笥誤

仁 1 ."酒害相政=寿市民セン9-9:00-刊。∞
(り土|首相料金納入期限=髄口韮辰吉日

7⑪|暗躍当番箆Z テレ町一ピス
IO¥ 1 ... 体日拒量撞科書軍日=休日l'l草創お害用(市民主箆耳〉日∞-12問
、ず 1"，結婚棺践=寿市民センヲ-10∞~14∞

∞
 

∞
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町月Q
O
 9火|防法律樹立市民船室 9:00-15ω

Jl((])水|哨貫生活相政=市民相訪室10∞-15∞

Jlll木122言語二晋提言11rH3m

ll2金 1..-不動産栂肢=市民齢室10∞-15∞

ll~土|

14~1::器謡音品ヒ協右右(酷削除12 叩

15dii臨時':J':J慎一12ω

372 


